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保育士×消防団員×市民リポーター

神田亜弥乃さん
　私立保育園で保育士として働きながら、四日市市の消防団員
や市民リポーターなどマルチに活動する神田亜弥乃さんにお話を
伺いました。
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■保育士は天職だと思っています

保育士という道を最初に意識した出来事は、妹がバス
ケットボールの少年団に入っていて、そこにいた小さい
子の面倒を見ていたときに、少年団のコーチに「保育士
になったら」と言われたことでした。元々音楽が好きで
音楽の学校に行きたいと思っていたのですが、いじめ問
題や虐待のニュースが頻繁に取り上げられることがあっ
たときに、子どもに関わる仕事をしようと思って決めま
した。保育士という仕事は歌も歌えますし、好きな工作
もたくさんできるので、自分にとって天職だと思ってい
ます。

■震災や火事を見て防災士・消防団員に
東日本大震災が
あったときに防災
の勉強をしたいと
思うようになっ
て、半年ぐらい三
重大学に通って
「みえ防災コーデ
ィネーター」の資
格を取りました。
それで防災士の試
験を受けられるよ
うになったので、防災士の資格も取りました。さあこれ
からどうしようと思っていたときに家の近くで火事があ
って、これは消防団に入って勉強するべきだなと思いま
した。消防団は女性が少ないですが、火の消し方などを
真面目に勉強したかったので迷いはありませんでした。

■ロケを通じて、より四日市を好きに
「ちゃんねるよっかいち」の市民リポーターについて
は、元々番組を見ていて興味を持っていました。私は生
まれてからずっと四日市に住んでいて、四日市が大好き
だけどまだまだこのまちの魅力を分かっていないところ
もあって、もうちょっと知りたいなと思っていました。
また、自分が今まで住んできたまちに何か恩返しができ
たらという思いもあって、オーディションを受けました。
市民リポーターになってからは、いろいろな場所にロケ
に行って四日市のことをより好きになりましたし、四日
市の活動に携わる人たちとの出会いもあって、すごく良
かったなと感じています。

■「子どもがほっとできる場所」をつくりたい
いろいろなことに挑戦することについては、「なるよう
になるかな」「人生で後悔だけはしたくない」という思
いで動いています。くじけることも悩むこともあります
が、「挑戦することで何かいいことがついてくる」と信じ
てやっています。
私の夢は、子どもがほっとできる場所をつくることで
す。今はその夢に向かって、
いろいろな場所で勉強させて
もらっています。大人の私た
ちが楽しんできらっと輝いて
いないと、子どもたちも未来
を明るく見られないので、こ
れからも自分の夢に向かって
頑張っていきたいです。

６月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


